
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 赤砂崎公園水辺空間活用推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

下諏訪町（下諏訪町長 青 木  悟） 

産業振興課 観光係 0266-27-1111（271） 担当 平出 海 

事業区分 (1)地域協働の推進 (8)その他地域の元気を生み出す地域づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,912,104円（うち支援金：2,329,000円） 

 

①組織の立ち上げ、体質強化 

②イベントを通じた水辺空間の魅

力発信 

③人材の育成 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 

本年度は実行委員会の立ち上げを

行い、イベントの企画・運営・実施

（中止含む）を行った。自走するに

は一定の期間が必要で、今後もサ

ポートが必要な状況にある。 

【ドライブインシアターの開催】 

 【目標・ねらい】 

 

１ 諏訪湖の水辺空間の活用を考える、企画をする人数 

 延べ人数９８人（目標７０人） 

２ 来てもらう水辺空間にするために準備をする人数 

 延べ人数９２人（目標６８０人） 

３ 水辺空間を盛り上げる人数 

  飲食店３団体延べ１４人（目標７団体２０人） 

４ 水辺環境を考える人数 

 ０人（目標５０人）※イベント中止による 

 

☆次のプレイヤーになってもらう人数 

 ドライブインシアターの参加者 １４２組４９５人 

（目標１万人） 

☆民間が主体となって赤砂崎公園で行うイベント数 

 ドライブインシアターの開催 のべ２回 

（目標３回） 

☆活用人材の育成 １０人（目標５名） 

赤砂崎公園を舞台に水辺空間を活用した地域住民が主

体に取り組むイベントを開催して、オンリーワンのまち

づくりにつながる活動をしました。支援金活用 1 年目の

本年度は、新型コロナウイルスの影響により当初計画し

ていたイベントの中止など計画変更がありましたが、コ

ロナ禍でも開催できるイベントに切り替えるなど対応

を行い、次年度を見据えた活動や組織づくりを展開しま

した。 

☆具体的な活動 

 みずべテラス in サマー(8 月 8 日～8 月 16 日) 中止 

 ドライブインシアター(9 月 20 日～9 月 21 日) 

 

 地域住民や地元企業の協力で赤砂崎公園を活用したイベントの実行を行った。新型コロナウ

イルスの影響により予定していた事業をやむを得ず中止しなければならない状況であったが、

下諏訪商工会議所青年部との連携により、ドライブインシアターを開催することができた。本

年度の活動を足掛かりに赤砂崎水辺空間活用実行委員会の組織強化や新しいメンバーの募集

を行い、幅広い活動ができるようにサポートをしていきたい。 


